監　査　報　告　書

　私ども監事は、令和○年○月○日から令和○年○月○日までの第○○期事業年度における中小企業等協同組合法施行規則第８９条及び第９０条に掲げる事項その他の理事の職務の執行に関して監査するとともに、中小企業等協同組合法第４０条第５項により、令和○年○月○日組合から提出された第○○期事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案（又は損失処理案）を監査した。

　各監事が行った監査の方法及び結果に基づいて協議の上、本監査報告書を作成したので以下のとおり報告する。

１．監事の監査の方法の概要

（１）各監事は、監査計画に従い、理事会その他重要な会議に出席するほか、理事長、その他の役付理事、理事（以下「役員」という。）等から事業の報告を聴取し、重要な決裁文書等を閲覧し、本組合の事務所において事業の状況を調査した。

　　　その他必要に応じて役員等から報告を求め、役員の職務の状況を調査した。

（２）各監事は、会計監査のために、会計に関する帳簿、書類を閲覧し、決算関係書類について検討を加え、必要な実査、立会、照合及び理事及び参事、会計主任その他の職員からの報告の聴取その他の方法を用いて監査した。

２．監査の結果

（１）事業報告書は、法令及び定款に従い、当該組合の状況を正しく示しているものと認める。

（２）決算関係書類（剰余金処分案又は損失処理案を除く。）が、法令及び定款に従い、当該組合の財産及び損益の状況などすべての重要な点を正しく表示しているものと認める。

（３）剰余金処分案（又は損失処理案）は、法令及び定款に従い、当該組合の財産及び損益の状況その他の事情に照らし指摘すべき事項はない。

（４）理事の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実の有無については、指摘すべき事項はない。
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